2009春期講習　講座案内＜現代文＞

□現代文の読解の基礎　全5回　全学年対象
○現代文の学習の出発点をつくるための講座です。
○要予習（各回1題）

○概要
　現代文はもっとも学習が難しい科目だと言って良いと思います。

　そもそも読解力がどういうもの化すら良く理解されていません。また大学受験などで求められている国語力についても大きく誤解されているように思います。
　基本的には書かれている文章の筋道を、書かれているとおりにたどり、筆者の主張をつかむ。これだけのことなのです。

　けれどもこれがなかなかできない。語彙が足りない、書かれているままに筋道を追うことができず、自分のイメージでねじ曲げてしまう……

　今回の講座では、＜筋道を追う＝論理関係を追う＞ということがどういうことか、実際に問題を解いてきてもらい、講義します。

□現代文　客観問題・評論編
全4回　全学年対象（主に受験生）

○センター試験の評論文の過去問をつかい、読解の基本的方法と客観問題の解法とを講義します。
○要予習（各回1題）

○概要
　国公立の医学部受験などを含めてセンター試験で90％以上の得点率が欲しい場合、大きな不安定要因になりがちな教科が国語です。漢文での10点問題、現代文でも7点、8点、9点の配点がある小問があります。その出来不出来が非常に大きく影響します。

　今回の受業では、実際のセンター試験の過去問を解いてもらい、受業を行います。

　実際の問題を解く中で、

①評論文の読み方

②客観問題の選択肢の選び方
を指導します。あわせて客観問題の選択肢がどのように作られるのかを掴んでおけば、引っかかることも少なくなります。

□現代文　客観問題・小説編
全4回　全学年対象（主に受験生）

○センター試験の小説文の過去問をつかい、読解の基本的な方法と客観問題の解法を講義します。

○要予習（各回1題）

○概要

　現代文はセンター試験の中で不安定要因とされることが多いですが、なかでも小説を苦手にしている生徒が少なくありません。書かれていないことを合理的に推測しなくてはなりませんから、確かに評論文よりも難しいところがあります。

　そこでこの講座では、

①小説文の読み方。その評論文とはことなる留意点。

②客観問題の選択肢の選び方

を指導します。

2009春期講習　講座案内＜数学＞

□数学の論理
全4回
全学年対象

○数学の基本的な論理の組み立てについて演習と講義をします。

○要予習（各回3題程度）

○概要
　物理や化学などの自然科学と数学の根本的な違いは論理性についての厳しさです。自然科学は基本的に自然そのものが＜正否＞の判断基準となりますが、数学は論理性が生命線です。論理的に一貫しており、隙間がなく、矛盾していないことがもっとも重要なことになります。

　命題と論理、集合論などは、数学の一単元ではなく、むしろ数学全体を支えている土台だと言えます。今回の春期講習では問題演習をしながら、その一歩目を踏み出したいと思っています。

○対象　　数ⅠAが終了している生徒は受講可能です。

□数式の基礎
全6回
全学年対象

○数学の根本というべき数式の扱いについての基本講座です。

○要予習

○概要
　数学は極端に単純化していえば、幾何学（図形）と代数学（方程式をいかに解くか）ということを軸にして歴史を作り上げてきました。

　図形と数式。これが命題と論理・集合論とならぶ数学の土台です。その数式の扱い方の幅の広さはそのまま数学的な自由度ともなります。より自由に数学にアプローチするためには、図形的な感覚を磨くこととあわせて、数式の扱いの幅を広げることが極めて大切です。

　今回は、数式の捉え方、方程式とはそもそもどういうものか、不等式とはどういうものか、ということを明確にしながら、数式の扱い方の幅を広げます。

○対象　数ⅠA、数Ⅱの冒頭部分の高次方程式までが履修済みであれば受講できます。

□数列（基礎から実戦）
全6回
全学年対象
○数列の基礎から実践的問題まで扱います。

○要予習

○概要
　　数列は公式を覚えるだけではできるようになりません。

例えば漸化式を＜特性方程式を当てはめて解く＞しかできないと、非常に難しく感じることになります。いったい自分がやっていることは何だろうか、それがわからなくなります。

しかも文系・理系を問わず、数列は数列単独で出題されることもありますが、他の分野と融合しながら大きな問題として出されることが多い単元です。

　今回は数列を恐らく、いままで習ってきたことと少し違う角度から捉える実践的な演習を行い、融合問題に対応できる力、数列を柔軟に扱っていける力の出発点を作ります。

○対象　数B履修済みであれば受講化。ただし基本的には受験を視野に入れた内容になります。

□数学ⅠAⅡBの総合演習
全6回
原則的に受験生対象
○数学ⅠA、ⅡBの融合問題を中心に問題へのアプローチと入試に向けての必要手法の整理を行います。

○要予習
○概要
　数ⅠA、ⅡBの総合的な演習を行います。基本的な目的が三つあります。

　一つは学校も含めて、全体がこれから入試演習に入っていく中で、必ず知っておかなくてはいけない基本的な手筋を可能な限り整理しておくこと。

　二つめは、総合問題、融合問題を扱うことでⅠA、ⅡBの全体を可能な限りカバーし、改めていまの弱点を塚見直しておくこと。

　三つ目は融合問題などへの対応です。単元横断的な融合問題は、実際にはなかなか問題集などにも収められないため、どうしても演習が薄くなります。けれども模試や入試では大問が丸ごと一つの単元だけで解けると言うことはほとんどありません。だから＜単元別に並んだ問題集は解けるのに、模試では問題がとけない。解答を見たら、自分が知っていることじゃないか、と思った＞というようなことが起こるのです。

　問題はそれなりに歯ごたえのあるものを選択しています。いろいろ調べて解いてみてください。いまは解けるかどうかではなくて、解くために参考書などを調べること、できなかった問題の解答を詳細に検討すること、そうしたことからじっくり学んでいくべき時期です。しっかり問題に食いついて来てください。

○対象は原則的に受験生とします。文理は問いません。

□数ⅢC　微分とその応用
全6回　原則的に受験生対象

○数ⅢCを中心にした微分とその応用。極限を含みます。

○要予習

○概要
　数Ⅲの微分とその応用の演習です。微分が極限で定義されているため、一部、極限についての演習を含みます。

　微分を厳密につめていくと非常に難しい問題が出てきますが、今回は微分の理論的側面よりも実際の計算とその応用的問題の演習を軸にします。

　微分は一般的に計算自体に関してはそれほど難しくありません。したがって演習内容は方程式や不等式、グラフ的な問題への応用が中心になります。入試に直結する内容です。

○対象　原則的に受験生用です
